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１．はじめに 

 下馬福祉工房は知的障害のある35名ほどの方が通う就労継続B型施設

で、焼き菓子作りや受注作業を行っている。開設当初から、年 10回ほど

開催される家族会の際に「私たちの実践」という文章を配布してきた。

これは利用者一人一人について担当職員との関わりの中で印象的なエピ

ソードを書き記したもので、その方の変化や育ち、新たな気付きを共有

し合い、皆でその方を見守っているという思いを分かち合えるよう、長

年続けてきた。 

 施設が 20 周年を迎えるにあたり、一人一人のエピソードを時系列でま

とめ、一冊の冊子にしてご本人に渡すという取り組みを行った。 

 

２．方法 

実践を記す際にはエピソード記述という方法を用いている。これは利用者の行動を単に客観的、記録

的に記すのではなく、本人と支援者との間に生まれたエピソードを通して、支援者が「こんな風に感じ

た」という主観的な解釈を加えることで、行動面にのみ着目せず、行動の背景にある本人の心情を推察

しようとする方法である。 

知的障害のある方は伝えたいことが上手く言葉では伝えられなかったり、気持ちを伝えるための表現

が個性的であるがゆえに、客観的事実だけでは解釈ができないことがある。その方の言動の背景にある

心情を受け取る支援者の捉え方や受け止めが大事になってくる。それは同時に支援者の専門性や感性が

問われることでもある。記述を重ねることは支援者にとって気付く力が磨かれる機会でもあるし、職員

間で読み合うことで利用者への理解が深まったり、多面的に捉えることが出来る。また家族に読んでも

らうことで「本人をこんな風に捉えている」という支援者側の思いを伝える機会にさせてもらっている。 

 

３．経過 

冊子作成にあたり、過去の資料から一人一人の分を抜粋し、手作業で切り貼りしながら冊子にまとめ

ていった。入職して数年の職員も多く、それぞれ担当する利用者について、過去のエピソードを読み返

しながら冊子にまとめていく作業を経て、今の姿だけでは知れないその方の歴史に触れ、新鮮な驚きを

感じたり、逆に今と変わらない姿を知り、ぶれない「その人らしさ」に気付かされたり、という発見が

あった。 
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４．結果・考察 

本人の歴史を振り返り、変化や成長に気付くことが出来た。とりわけエピソードの集積から読み取れ

ることは、「できる」「できない」という行動面での能力的な評価に重点を置くのではなく、支援者や仲

間との関係性に焦点を当てながら、本人の人格的な成長を大事にしてきた施設としての支援目標が開設

当初から引き継がれてきたという実感であり、今後も継続していきたい取り組みである。 

 

５．まとめ 

エピソードを残し、まとめる作業は、過去を踏まえて、現在において適切な支援を行う上で指針とな

るし、今の支援を次の支援に切れ目なく繋げるためにも大事なことだといえる。 

とりわけ自分自身のことを言葉や文章で伝えることに難しさのある方々の一人一人の思いや積み重

ねてきた歴史を、代弁するように編さんしていくことはご本人の全体像をより知ろうとする意味でナラ

ティブアプローチにも通じるものがあるといえる。 

 

 

 

 

 

※工房の行事風景より（右端が発表者） 
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＜助言者コメント＞ 助友 裕子（日本女子体育大学体育学部健康スポーツ学科長教授） 
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 近年、アクションリサーチという方法論が様々な領域で活用されています。「第一線で実践されてい

る方たちと一緒に研究を進めたい」という研究者が増えていることの表れだと思います。では、その価

値はどこにあるのでしょうか？社会的課題を解決するためには、その重要性を発信すること（アドボカ

シーなどと言われています）が大切です。でも、そのためには、証拠が必要です。証拠はどこにあるの

でしょうか？そうです、現場にあるのです。それを見いだすための様々な方法論が世界的に模索され、

その過程で生み出されたもののひとつが、アクションリサーチであると思います。 

下馬福祉工房の皆さまのご報告は、まさにここの核心をついたものではないでしょうか。日々の実践

記録の中から、家族会による配布資料など工房に保管してあったものを活用し、丁寧なテキスト分析を

行っています。言いかえると、データの二次利用というところでしょうか。 

さらに、このエピソード集の価値は、職員間の情報共有の見える化、利用者本人の振返りといった関

係者間の成長につながるだけでなく、共生社会の実現に資する媒体として活用できる可能性も大いに考

えられます。アクションリサーチとして捉えるなら、①特定コミュニティの課題の発見と分析、②方策

の計画と体制づくり、③解決策の実行、④実行の過程と結果の評価 といった循環がスパイラルに展開

され、この成果が他のコミュニティに波及効果をもたらすことが期待されるものです。 

取組みのさらなる発展を期待いたします。 
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